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文教福祉委員会会議録 

 

令和７年１０月２０日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時００分閉議（実時間６０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第７６号・令和７年度八代市一般会計

補正予算・第７号（関係分） 

１．議案第９２号・令和７年度八代市一般会計

補正予算・第８号（関係分） 

１．議案第８６号・八代市東陽地域福祉保健セ

ンター条例の廃止について 

１．議案第８７号・八代市立希望の里たいよう

条例の一部改正について 

１．所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  山 本 敬 晃 君 

副委員長  橋 本 徳一郎 君 

委  員  永 江 恵 子 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  深 田 浩 介 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  村 川 清 則 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       田 中 智 樹 君 

  教育部次長     下 津 恵 美 君 

  学校教育課長    加 賀 真 一 君 

 

  教育政策課長補佐兼 
            中 松 大 輔 君 
  学校給食係長 
 
 
 健康福祉部長 
            䭜 田 美 樹 君 
 （福祉事務所長兼務） 
 
 
  健康福祉部次長 
            髙 﨑 博 文 君 
  （福祉事務所次長兼務） 
 
 
  こども未来課長 
            甲 斐 春 一 君 
  （こども家庭センター長兼務） 
 
 
  健康推進課長 
            坂 井 健 治 君 
  （こども家庭センター副センター長兼務） 
 

  健康福祉政策課長  福 田 裕 之 君 

  介護保険課長    山 村   悟 君 
 
  障がい者支援課長 
            吉 村 紀美子 君 
  （障がい者虐待防止センター所長兼務） 
 

                              

○記録担当書記     安 永 尚 斗 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（山本敬晃君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しましたので、ただいまから文

教福祉委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第７６号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第７号（関係分） 

○委員長（山本敬晃君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第７６号・令和７年度八代市一般

会計補正予算・第７号中、当委員会関係分を議

題とし、歳出の第９款・教育費について、教育

部から説明願います。 

○教育部長（田中智樹君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）教育部長の田中と申します。 

 本委員会に付託されました議案のうち、議案

第７６号・令和７年度八代市一般会計補正予

算・第７号のうち、教育部所管分につきまして、

次長の下津から説明いたさせますので、御審議

のほどよろしくお願いいたします。 
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○教育部次長（下津恵美君） 皆様、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）教育部の下津です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 失礼して、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（山本敬晃君） どうぞ。 

○教育部次長（下津恵美君） それでは、議案

第７６号・令和７年度八代市一般会計補正予

算・第７号中、教育部所管分について説明させ

ていただきます。 

 予算書、３ページを御覧ください。 

 歳出の第９款・教育費の補正前の額８２億３

０３万８０００円に補正額３０２０万円を追加

し、補正後の額８２億３３２３万８０００円と

いたしております。 

 それでは、歳出の内容について説明をいたし

ます。 

 １６ページの中ほどの表を御覧ください。 

 款９・教育費、項２・小学校費、目２・教育

振興費で教育研究校推進事業（小学校）として

２０万円を計上いたしております。 

 これは、八代市立松高小学校が熊本県から子

供の新たな学びの実現に向けた探究型研修の開

発・実施推進事業の推進校として委託を受け、

児童生徒、教員が主体的に学び続ける学校体制

を確立するための経費について補正を行うもの

です。 

 指定期間は令和７年度から令和９年度の３か

年となります。 

 内訳といたしまして、研修会などの講師謝礼

として２万円、講師費用弁償、先進校への視察

旅費として１２万１０００円、事業実施に伴う

消耗品費として５万９０００円を計上いたして

おります。 

 なお、特定財源といたしましては、熊本県の

教育研究推進校委託金から全額の２０万円を予

定しております。 

 続いて、同じく１６ページの下の表を御覧く

ださい。 

 款９・教育費、項６・学校給食費、目１・学

校給食費で学校給食費負担軽減事業（重点交付

金）として３０００万円を追加計上しておりま

す。 

 これは、子育て世帯の経済的な負担を軽減し、

よりよい子育て環境を整備することを目的に、

現在行っております児童生徒に係る給食費減額

分に、さらに１人当たり４０００円を上乗せす

るものです。 

 なお、減額の方法については、学校・園が保

護者から徴収する１１月以降の給食費月額から

定額を差し引いて徴収いたします。 

 なお、特定財源といたしましては、国の物価

高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を予定し

ております。 

 以上が教育部の９月補正予算提出分の内容で

ございます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長（山本敬晃君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 教育研究校推進事業の

松高小学校の件なんですが、子供の新たな学び

の実現というのは具体的にはどういうことなん

ですかね。県の指定の子供の新たな学びの実現

という。何か抽象的でちょっとよく分からない。

そこをちょっと教えていただきたいと思います。 

○学校教育課長（加賀真一君） 学校教育課長

の加賀でございます。 

 今、委員からお尋ねありました新たな学びの

実現に向けた探求型という分で具体的に申しま

すと、実際、子供たちの学びには個別最適な学

び、そして、協働的な学び、そして主体的・対

話的深い学び、これが求められております。要

するに、様々な課題に関しまして探求的な学び

を進めていくという部分が子供たちに求められ

ておりまして、それを教員側からもそれを進め

ていく、教員側の学びにも求められるという部
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分で、今後、子供たちに新たな時代に社会で活

躍するための必要な力、これを育成するために

は、教員側もその力を身につけて、実際自分た

ちがやっていかなきゃいけない、そういう部分

を実際研修等で行いながら、新たな学びを実現

していくということでございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（堀口 晃君） ちょっとよく分からな

いんですけども、今までと、じゃあ、どういう

ふうに違ってくるのかというような部分、今後

の研修について、新たな部分において、今まで

やってきた、今までそんなことやってきてなか

った部分が今度新たにあるのかというような、

そこなんですけど、そこをちょっと教えていた

だきたいと思います。 

○学校教育課長（加賀真一君） 説明を追加で

いたします。これまで学校で行われています研

修、主に校内研修というものでございますが、

教務主任という研究を中心になった担当がござ

いますが、その研究主任がリードしながら、そ

してそれに教員が参加して、与えられたテーマ

であったり、あと、授業法、そういう部分に研

究を進めてまいりますが、やはりどうしても授

業をした先生、そして担当となった教務主任、

一部の先生方が中心になって進めていく。言葉

は悪いんですが、周りは少しお客様的な参加で、

なかなか当事者意識というものが充実ができて

いない状況がございました。それをしっかり全

職員が当事者意識を持って、自分の研究を学び

とするために、研修をしっかり進めていく、そ

ういう部分の研修を今回新たな学びに向けた短

期型という部分で進めていくということでござ

います。 

 以上、お答えいたします。 

○委員（堀口 晃君） 同じ項目なんですが、

研究校として先進地視察があるんですが、この

先進地視察について、どこに行かれるのかなと

いうのは。何か所か回られるのかなというよう

なところがありますので、そこもちょっと教え

ていただければと思います。 

○学校教育課長（加賀真一君） 今、委員お尋

ねありました先進地の視察ですが、まず、９月

に、大分県でありました研修マネジメント力協

働開発プログラム（九州版）という研修がホル

トホール大分でございました。それに、実際、

校長、そして中心となる先生のほうが研修に参

加をしております。あと、それ以外には、県の

ほうで熊本の学びプロジェクト校という、要す

るに、主体的・対話的深い学びを実現するよう

な研究推進を行う学校がありますので、その学

校の視察を行うということでございます。 

 以上お答えといたします。（委員堀口晃君

「分かりました。ありがとうございました」と

呼ぶ） 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 同じ教育研究校推進

事業についてなんですけども、これ自体はもう

単年度予算ということになるのかなと思うんで

すが、ただ、３か年の計画、事業というふうに

なってますよね。これ自体、どういう計画で具

体化、深めていくのか、スケジュールをちょっ

と教えてもらっていいですか。 

○学校教育課長（加賀真一君） 今、委員お尋

ねがありました３か年の取組でございますが、

今年度からこの事業は県も初めて進めていく分

でございまして、まだ手探りの状況でございま

すが、具体的には、１年目の今年としましては、

総合的なマネジメント力、その部分に関する理

解であったり、あと、校内で実践する組織づく

り、これが主に１年目行われる予定です。 

 あと、２年目に関しましては、総合的なマネ

ジメント力の発揮をしていく部分と、あと学校

組織として教育力を高める部分、あと課題対応

力、これをしっかり向上させる、こういう部分

にしっかり実践を進めていくという分が２年目

でございます。 
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 あと、３年目としましては、それを持続させ

るという意味で、持続可能なマネジメント、そ

してそれを自己成長を続ける体制の確立という

分で３年目を考えております。 

 以上でございます。（委員橋本徳一郎君「分

かりました」と呼ぶ） 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 学校給食費の負担軽減

という部分なんですが、これ児童生徒というこ

とで、小学校、中学校というようなことで、７

５００人の１０００円の部分で４か月間という

ことで、３０００万円というふうなところにや

っているというふうに思います。１１月以降か

ら一定額差し引くと先ほど御説明ありましたけ

れども、実際に今払ってる金額が幾らで、保護

者の負担がどのくらいになるのかということを

ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○教育政策課長補佐兼学校給食係長（中松大輔

君） 教育政策課の中松と申します。どうぞよ

ろしくお願いします。 

 実際に今払っている金額といたしましては、

実際の給食費が、大体、今、学校給食会、多く

のところで給食を提供しているところで、小学

校が５３００円、中学校が６２００円になりま

す。ここから、今、６００円を引いております。

それに対して、さらに１０００円を上乗せして、

今後、減額をするというところでございます。 

 以上、御説明とさせていただきます。 

○委員（堀口 晃君） 今のは年額ですよね。 

○教育政策課長補佐兼学校給食係長（中松大輔

君） 今のは月額でございます。 

○委員（堀口 晃君） 月額の中の４か月分だ

けをまた上乗せしていく。今、６００円ずつ引

いてらっしゃるということでよかですよね。

（教育政策課長補佐兼学校給食係長中松大輔君

「はい」と呼ぶ）分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、以上で第

９款・教育費についてを終了します。 

 次に、歳出の第３款・民生費及び第４款・衛

生費について、健康福祉部から説明願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（嚨田美

樹君） 皆様、おはようございます。（｢おは

ようございます」と呼ぶ者あり）健康福祉部の

䭜田です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は、議案第７６号・令和７年度八代市一

般会計補正予算・第７号のうち、第３款・民生

費及び第４款・衛生費の健康福祉部関係分、並

びに、議案第９２号・令和７年度八代市一般会

計補正予算・第８号のうち、第１０款・災害復

旧費の健康福祉部関係分について、健康福祉部、

髙﨑次長が説明します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（髙

﨑博文君） おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）健康福祉部、髙

﨑です。よろしくお願いいたします。 

 恐れ入りますが、着座にて説明させていただ

きます。 

○委員長（山本敬晃君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（髙

﨑博文君） それでは、議案第７６号・令和７

年度八代市一般会計補正予算・第７号中、健康

福祉部所管分について説明いたします。 

 予算書３ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出でございま

す。 

 款３・民生費のうち、項１・社会福祉費に９

０９万５０００円を追加し、補正後の予算額を

１２６億４９２２万１０００円としています。
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また、項２・児童福祉費に４５８万２０００円

を追加し、補正後の予算額を１０９億９６０万

１０００円としています。この結果、民生費の

総額は、２つ上になりますが、２７７億３３８

４万８０００円となります。 

 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費を４

８１３万６０００円減額し、補正後の予算額を

１９億７４８４万３０００円としています。衛

生費の総額は、一つ上になりますが、項２・生

活環境費の追加分４５万円を合わせまして、５

０億５２３８万９０００円となります。 

 続きまして、１３ページをお願いします。 

 歳出の具体的な内容を説明します。 

 下の表、款３・民生費、項１・社会福祉費、

目１・社会福祉総務費です。ケアプランデータ

連携システム利用促進モデル地域づくり事業の

委託料として６００万円を計上しています。 

 これは、介護事業所における業務の効率化、

生産性向上の取組を推進するため、高田と金剛

地区、代陽と八代地区の２つの地域をモデル地

域として選定し、その地域を中心としてケアプ

ランデータ連携システムの導入促進を図るため

の調査等に要する経費を補正するものです。 

 参考に、ケアプランデータ連携システムを図

に示した資料を配付していますので、併せて御

確認ください。 

 特定財源として、全額、県支出金、熊本県ケ

アプランデータ連携による活用促進モデル地域

づくり事業補助金を予定しています。 

 次に、目３・社会福祉対策費に補正額３０９

万５０００円を計上しています。 

 表の右側、説明欄の１つ目、東陽地域福祉保

健センター管理運営事業の２３６万８０００円

は、このセンターにおける地域福祉・保健等の

役割が終了することに伴い、用途を廃止するた

め、不要となる備品等の廃棄処分業務に係る経

費を補正するものです。 

 特定財源として、全額、ふるさと八代元気づ

くり応援基金繰入金を予定しています。 

 ２つ目、災害義援金支給事業（８月大雨）の

７２万７０００円は、災害により被災した市民

に対し、義援金品を適正に配分するための災害

義援金品配分委員会の開催に要する経費及び義

援金品支給に要する経費を補正するものです。 

 １４ページをお願いします。 

 項２・児童福祉費、目３・保育所費です。保

育所等食材費高騰支援事業（重点交付金）とし

て４５８万２０００円を計上しています。 

 これは、物価高騰により、保育所等において

も食材費高騰の影響を受け、給食の質を確保す

るための負担が増大していることから、市内５

２施設への食材費の一部を補助するものでござ

います。令和７年度当初予算において、本年１

２月分までは予算措置をしていますが、今回、

国からの交付金が追加されることとなったため、

当初は対象としていなかった令和８年１月から

３月分について追加で予算を計上しています。 

 特定財源として、全額、国庫支出金、物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金を予定して

います。 

 次の表、款４・衛生費、項１・保健衛生費、

目２・予防費です。各種予防接種事業として４

８１３万６０００円を減額しています。 

 これは、６５歳以上の高齢者等を対象とする

新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの定

期接種について、国からの助成金の交付が昨年

度をもって終了したことから、被接種者の個人

負担額を２１００円から４６００円に見直した

ため、医療機関等に支払う接種費用の減額を行

うものです。 

 なお、個人負担額につきましては、高齢者等

を対象とするインフルエンザや帯状疱疹の予防

接種と同様、接種費用のおおむね３割としてお

ります。 

 特定財源として、当初予定していました国の

助成金の交付がないため、国庫支出金８８３４
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万５０００円の減額を予定しています。 

 以上で健康福祉部所管分の補正予算の説明を

終わります。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長（山本敬晃君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 災害義援金支給事業な

んですけれども、郵便料ということで５９万８

０００円というのが計上されてるんですけど、

その内訳を教えてください。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（甲斐春一君） おはようございます。（｢お

はようございます」と呼ぶ者あり）こども未来

課の甲斐でございます。 

 委員御質問の災害義援金支給事業の支出の内

訳についてでございますが、まず、事務費とい

たしまして、需用費としてカラーペーパーであ

ったりとか、パイプのファイルであったり、印

刷製本費ですね。あと、郵便料としまして、郵

便に関係するものといたしまして、窓あき封筒

であったり、返信用封筒、一般の通信費としま

して、郵便が、今、２５００通を考えておりま

して、そちらの郵送料と返信用の郵送料、あと

は口座振込の手数料として計上をさせていただ

いております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。郵便料

というのが封筒代、２５００通送るのと返信用

のやつも入れて、郵便料って５９万８０００円

がその金額ということでいいんですね。事務費

とかは別に何か計上してあるんですか、ほかに。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（甲斐春一君） ５９万８０００円の内訳につ

きましては、先ほどの郵送料ですね。窓あき封

筒とかを輸送する料金になります。郵送料で２

５００、あと返信用のほうで２５００というと

ころでの、２５００ずつというところでの計上

になっております。 

○委員（野﨑伸也君） 別件でよろしいですか。

衛生費なんですけど、新型コロナウイルス感染

症のワクチン接種のやつなんですが、これ、昨

年度から実施されなくなったというような御説

明あったんですけど、今年度の当初予算には計

上されてたというのがあるんですが、その理由

は何ですか。 

○健康推進課長（こども家庭センター副センタ

ー長兼務）（坂井健治君） 健康推進課の坂井

でございます。よろしくお願いいたします。 

 昨年度まで国のほうから交付金が１件当たり

８３００円、こちらのほうが出ておりましたけ

れども、今年度当初予算のほうにそちらのほう

を計上して予算要求をしておりましたが、県を

通じて４月１１日に通知があっておりまして、

そのため、今回の補正で減額させていただく運

びとなりました。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。通知が

遅かったということで理解いたしました。 

 引き続きなんですけれども、ここ最近、接種

される方という推移というのはどういうような

状況なんですか。 

○健康推進課長（こども家庭センター副センタ

ー長兼務）（坂井健治君） 健康推進課、坂井

でございます。お願いします。 

 接種率なんですけれども、臨時接種があって

おりました令和４年度とかは７６.２２％ござ

いましたが、臨時接種の最終年度、令和５年度

の中では５３.６７％、定期接種が始まりまし

た昨年度につきましては２１.１０％となって

おります。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。だんだ

ん減ってきたというのが分かりました。 

 もう１点よろしいですか。民生費なんですが、

久しぶりにこの文教福祉委員会に入って、ちょ

っと分からないところがありまして、東陽地域
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福祉保健センター管理運営事業というのがあっ

て、ここ廃止されるというような話で、今、不

用品の処分費ということで予算計上されている

んですけれども、場所と、何で廃止されたのか

というのはちょっと理由が分からないんで、そ

こを教えてもらってよろしいですか。 

○健康福祉政策課長（福田裕之君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）健康福祉政策課の福田でございます。 

 お尋ねの、まず東陽地域福祉保健センターの

場所でございますが、五木線、東陽から五木に

向かう五木のところの東陽支所の交差点から少

し五木に行く左側にございます。（委員野﨑伸

也君「だいたいなんとなく」と呼ぶ） 

 廃止の件でございますが、この後、条例の廃

止のときに御説明をさせていただこうと思って

おりますが、その時でよろしいですか。（委員

野﨑伸也君「そちらで結構です、はい、分かり

ました」と呼ぶ） 

 以上でございます。 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 

○委員（村川清則君） 各種予防接種事業の、

野﨑委員の質問に関連するんですけれども、こ

れはたしか重症化を防ぐための接種じゃなかっ

たかと思うんですけれども、例えば昨年度で非

常に接種率も落ちているんですけれども、重症

化された方の数というのは分かりますか。 

○健康推進課長（こども家庭センター副センタ

ー長兼務）（坂井健治君） 健康推進課、坂井

でございます。 

 申し訳ございませんが、重症化の数について

は、うちのほうではちょっと把握はしておりま

せん。（委員村川清則君「了解です」と呼ぶ） 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） ケアプランデータ連

携システムの費用なんですが、これよく見ると、

調査業務委託というふうになっているんですけ

ど、実際、導入をしてテストケースとしてする

のか、それとも、モデルケースみたいなという

か、あらかじめ設計をした上で、いろんな事業

所に導入をお願いするのかというのが、手順が

ちょっと分からないなと思ったものですから、

この辺説明をお願いします。 

○介護保険課長（山村 悟君） 介護保険課、

山村です。よろしくお願いいたします。 

 委員お尋ねの件ですが、今回、委託のほうで

上げておりますのは、実際使ってみられている

ところの調査をさせていただきたいと。使われ

る前と使われた後でどのくらい業務量が削減で

きたかというのを、少し業務を棚卸ししながら

させていただきたい。その前提として、御加入

いただいてないといけませんので、あわせて、

４月から市内全域を御加入くださいということ

で説明会を開催しましたり、個別に訪問したり

しております。市内全域で、今、２８８のうち

３１事業所が入ってらっしゃる。今回、２地域

を調査の対象にさせていただきましたのが、そ

ちらの地域の事業所から、この調査をするに当

たって協力しますと、導入して調査に協力しま

すというところでしたので、そこの２地域とい

うことでさせていただいております。 

 以上でございます。 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 今の関連なんですが、

調査等業務委託というような部分で御説明があ

ったと思うんですけども、市役所のほうが直接

聞けば済むようなことなんですけども、それで

は済まない部分があるんですか。６００万円も

使って業務委託をしなければならない、その理

由を教えていただきたいと思います。 

○介護保険課長（山村 悟君） 介護保険課、

山村です。 

 今回、委託のほうを少し細かく業務を棚卸し

して、そこの時間あたりを調査させていただく

のと、取組事例あたりを少し調査させていただ

いて、インタビューですとか、そういうのも含
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めて、事例集あたりも作成すると。あと、今回、

導入について、アプリのほうをダウンロードす

れば各事業所が使えるようになるというような

形でこのシステムが使用できるんですが、そこ

の点の導入に、ちょっとお話を事業所に聞くと、

大体１時間とか、少し時間がかかるということ

ですので、そちらのお手伝いもこの委託業者の

ほうでさせていただくというところで予定して

おります。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） 実際にこれ使っていら

っしゃるところの調査というようなことではな

くて、今から導入するということですか。先ほ

どちょっと何か、私は今使っていらっしゃると

ころの部分の調査をするというふうに理解した

もんだけん、そこ違ったらまた御指摘ください。 

○介護保険課長（山村 悟君） 委員おっしゃ

るとおり、使っていらっしゃるところの、実際

使われる前の状態と使われた後の状態あたりを

調査させていただくというところで考えており

ます。 

○委員（堀口 晃君） であるならば、もう実

際に使っていらっしゃるところに単純に聞けば

済むようなことなんですけども、委託する意味、

じゃあ、どんなやつに委託の料金が６００万円

もかかるという積算をちょっと教えてください。

大きな金額だけでいいですけども。 

○介護保険課長（山村 悟君） 事前に業者の

ほうに見積りを取らせていただいております。

そこの見積りにつきましては、人件費あたりが

主になるんですが、こちらで予定しております

のが、もう繰り返しになりますが、まず、タイ

ムスタディ調査というような形で、各自業務を

細かく分けて、どのくらい入れる前と入れた後

で費用対効果が出るかといったような調査と、

あと、されていないところにつきましても、少

しアンケートを取らせていただきたいと。それ

と、先ほど申しました導入支援の部分をちょっ

と一部分というところで予定しております。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） これは職員ではできな

いことなんですかね。 

○介護保険課長（山村 悟君） 職員で絶対で

きないかと言われれば、そこはちょっとお答え

ができないということで申し上げられませんが、

（委員堀口晃君「お答えができない」と呼ぶ）

今回、県の補助金あたりも活用させていただく

というところで、こちらをちょっと行わせてい

ただきたいというところで考えております。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（嚨田美

樹君） 御質問いただいている件なんですが、

職員でできないかということであれば、時間を

かけて職員が回るということも可能だと思って

おりますが、通常の業務を今やっている中で、

それぞれの事業所に導入支援を行いながら好事

例を細かに積み上げるということがなかなか難

しいだろうと考えています。 

 また、このシステムにつきましては、より多

くの事業所が使うことで一気に活用が進む、そ

れぞれの事業所が相手先の事業所も入れるとい

うことによって事業所の利便性が進むと思って

いますので、この事業を活用して、一気にいい

ところ、これをやったらこれだけよくなるんだ

よという事例を集めて、皆さんに周知する。ま

た、導入に苦労されている、インストールに苦

労されているという方には、業者に頼んでイン

ストールの手伝いをしてもらって、楽になった

よねというのをみんなで知らせて、今、３０％

なんですけれども、それを一気に５０％、６

０％に上げて、八代市内の介護事業所さんの負

担を減らしていきたいと考え、この事業がちょ

うどあったものですから、それを活用させてい

ただきたいと思っております。 

 以上です。（委員堀口晃君「理解しました」

と呼ぶ） 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７６号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第７号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（山本敬晃君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第９２号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第８号（関係分） 

○委員長（山本敬晃君） 次に、議案第９２

号・令和７年度八代市一般会計補正予算・第８

号中、当委員会関係分を議題とし、歳出の第１

０款・災害復旧費について、健康福祉部から説

明願います。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（髙

﨑博文君） 引き続き、よろしくお願いいたし

ます。 

 恐れ入りますが、着座にて説明させていただ

きます。 

 それでは、議案第９２号・令和７年度八代市

一般会計補正予算・第８号中、健康福祉部所管

分について説明いたします。 

 予算書、４ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の下段の表、歳出

でございます。 

 款１０・災害復旧費、項４・厚生施設災害復

旧費２０９９万４０００円を追加し、補正後の

予算額を８５７８万７０００円としています。

災害復旧費の総額は、一つ上になりますが、２

９億８９９６万円となります。 

 続きまして、１１ページをお願いします。 

 歳出の具体的な内容を説明いたします。 

 下段の表、款１０・災害復旧費、項４・厚生

施設災害復旧費、目１・民生施設災害復旧費で

す。児童福祉施設災害復旧事業（８月大雨）と

して、工事請負費２０９９万４０００円を計上

しています。 

 これは、令和７年８月の大雨で被災した太田

郷ひびき保育園及び千丁みどり保育園の復旧改

修工事における追加工事に関するものです。当

初、工事費は、８月の専決処分により予算措置

されていましたが、各園で工事を進める過程で、

改修予定箇所以外にも、浸水による床板等の腐

食、劣化といった新たな被害が判明したため、

壁面及び床面等について改修箇所の追加が必要

となったものです。 

 特定財源として、県支出金、児童福祉施設等

災害復旧費補助金１５７４万４０００円及び災

害復旧事業債５２０万円を予定しています。 

 以上で健康福祉部所管分の補正予算の説明を

終わります。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長（山本敬晃君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 工事の関係なんですけ

れども、これは完了はいつ頃ですか。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（甲斐春一君） こども未来課の甲斐でござい

ます。 

 工事の期間につきましては、やはりかなり大

幅な改修等もございまして、年度末までには完

了する予定でおります。（委員野﨑伸也君「分

かりました」と呼ぶ） 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 臨時会のときに、この

２園で５２４４万３０００円ですよね。この中

においても、壁面及び床面の改修工事というこ

とで、千丁みどり保育園は４８６２万円、太田
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郷ひびき保育園は２８２万７０００円というふ

うな部分で上がっている部分があるんですが、

ひびき保育園については、当初の災害復旧費の

床面の改修で２８２万７０００円が、今度、５

６９万３０００円という。普通ならば災害復旧

の部分の中において最初のほうが値段が大きく

て、そして追加工事をするという部分において、

何か少なくなるような気がするんですけども、

気のせいですかね。気のせいというか、ごめん

なさい。これ、どういうことなのかなと思って。 

 それともう一つ、みどり保育園のほうは４８

００万円ぐらいあって、今回は１５００万円と

いうふうな部分で、６０００万円ぐらい復旧工

事にかかるというようなこと、合わせるとです

ね。この追加工事はどういうふうなことなのか、

ちょっと教えていただけますかね。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（甲斐春一君） 今の工事の追加分の詳細につ

きましてですが、まずは太田郷ひびき保育園に

ついてでございますが、当初、水が浸水してい

た部分というのがテラス側から２メートルとか

というところでの水の跡がございましたので、

そこで計上させておりましたが、工事を進める

に当たって、床面のまだ濡れてなかった部分、

表上は濡れてなかった部分というのが、床下を

見てみますと、やはり反対側からの浸水もあっ

たようで、そこで床下のほうで水分が見られた

というところもございましての追加分というと

ころで、かなり面積のほうが広くなったもので

ございます。 

 続きまして、千丁みどり保育園におきまして

は、当初は分からなかった木材の建具とか、あ

と家具、園児とかが荷物を置く家具とかがあっ

たんですけれども、そういったところもかなり

浸水をして、木製ですので結構膨張して、時間

がたつにつれて劣化のほうが見られてきたとい

うところも判明したところでございます。 

 あとは、作業の中で、園児の安全を確保しな

がら作業を進めていくというところでの工程の

細分化というところもしたところで、人件費等

の経費が上がったというところが増額の原因で

ございます。 

○委員（堀口 晃君） じゃあ、ひびき保育園

のほうでちょっとお話をさせていただくと、最

初、２メートルぐらいしか浸水してなかったん

で、これだけ直せばいいだろうということで、

その見積りをやったのが２８０万円ぐらいだっ

たと。今度よくよく調べてみるとという話で、

私だったら、床下まで全部調べて、幾らぐらい

かかるのかということを見積り出すのが普通だ

と思うんですけども、追加工事が出るという部

分が、調べてなかったというふうな、そこまで

は調べられなかった。だって、水害というのは、

１回あったならば、その後また次の災害が来た

ならば話は分かりますよ。でも、同じ日に災害

があってる状況の中において、最初の見積りの

２メートルぐらいだったけん、こっでよかろう

という話ではないような気がする。やっぱ床下

のほうのところも全部調べて、どうだったのか

ということで、最終的に最初の災害復旧の事業

の部分の予算が出るんだろうと思うんですけど、

そこのところをちょっと教えていただけますか

ね。なぜそういうふうに２つ分かれてくるのか

なというのは。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（甲斐春一君） 委員御指摘のとおり、やはり

結果、全体的な改修が必要になったというとこ

ろだったんですけども、災害復旧費に充てると

いうところが浸水した箇所のみというところで

ございましたので、当初、最初見たときに、水

の跡というところで確認をさせていただいて、

計上のほうはさせていただいたところでござい

ます。 

 確かに甘かったと言われれば、そのとおりか

もしれません。ですが、当初、早急に復旧をし

て、保育のほうを再開させるというところで計
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上させていただいた次第でございます。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） これ要望になりますけ

ども、子供たちのためにね、本当に早くしない

といけないんで、最初の２８０万円あって、そ

の次がまた５６０万円ぐらいですよね。一遍に

すれば済むような話をね、分けてするという部

分の、また手間もかわったりいろいろしますの

でね、その辺は今後また調査というか、最初の

段階でしっかりした調査を行ってやっていただ

きたいなというふうに思います。要望です。 

○委員長（山本敬晃君） 意見ということです

ね。分かりました。 

 では、ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第９２号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第８号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（山本敬晃君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第８６号・八代市東陽地域福祉保健セン

ター条例の廃止について 

○委員長（山本敬晃君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第８６号・八代市東陽地域福祉保

健センター条例の廃止についてを議題とし、説

明を求めます。 

○健康福祉政策課長（福田裕之君） 健康福祉

政策課の福田でございます。よろしくお願いい

たします。 

 議案第８６号・八代市東陽地域福祉保健セン

ター条例の廃止について、失礼して、着座にて

説明をさせていただきます。 

○委員長（山本敬晃君） どうぞ。 

○健康福祉政策課長（福田裕之君） 議案書の

ほうは２７ページから２８ページでございます

が、別に配付をしております、右肩に令和７年

１０月２０日、文教福祉委員会、議案第８６号、

健康福祉政策課と記載されている資料により御

説明をいたします。 

 今回の条例廃止は、今年度をもって八代市東

陽地域福祉保健センターの供用を廃止するに当

たり、施設の設置・管理に関して定める条例の

廃止を行うものです。 

 廃止の理由としましては、東陽地域福祉保健

センターは市町村合併前の旧東陽村において、

地域福祉の拠点として、デイサービスなどの介

護事業等が実施されておりましたが、民間事業

者への移行により事業を廃止しましたので、現

在の施設では貸館業務が中心となっております。

また、センター内の八代市社会福祉協議会の東

陽支所につきましては、支所としての役割や業

務が減少しており、社会福祉協議会の本所に校

区担当コーディネーターが配置されているなど、

本所での一括対応を行っている状況であります。 

 これらの理由により、地域福祉や保健、社会

福祉協議会の支所としての役割を終了しますこ

とから、八代市東陽地域福祉保健センターとし

ての供用を廃止するものでございます。 

 なお、廃止後の施設につきましては、新たに

加工食品の開発・製造を行うフードワークスや

つしろとして活用する予定とされております。 

 資料２ページ目に、フードワークスやつしろ

の参考資料をおつけしております。 

 この施設では、加工食品の開発・製造のほか、

地域コミュニティーの場としての貸館業務も行

われますので、地域住民の方々にはこれまでど
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おり利用していただける施設となっております。 

 最後に、条例廃止の施行期日ですが、八代市

東陽地域福祉保健センターの供用廃止の日、令

和８年４月１日としております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（山本敬晃君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 今度、フードワークス

やつしろの条例の制定があるんですが、この制

定については、もう既に我々もらってますかね。 

○健康福祉政策課長（福田裕之君） ９月定例

会開会日の議案として提出されているかと思い

ます。（委員堀口晃君「でしたか。すいません、

ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（山本敬晃君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８６号・八代市東陽地域福祉保健セン

ター条例の廃止については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（山本敬晃君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第８７号・八代市立希望の里たいよう条

例の一部改正について 

○委員長（山本敬晃君） 次に、議案第８７

号・八代市立希望の里たいよう条例の一部改正

についてを議題とし、説明を求めます。 

○障がい者支援課長（障がい者虐待防止センタ

ー所長兼務）（吉村紀美子君） 障がい者支援

課、吉村です。よろしくお願いいたします。 

 恐れ入りますが、着座にて説明をさせていた

だきます。 

○委員長（山本敬晃君） どうぞ。 

○障がい者支援課長（障がい者虐待防止センタ

ー所長兼務）（吉村紀美子君） 議案第８７

号・八代市立希望の里たいよう条例の一部改正

につきまして御説明をさせていただきます。 

 議案書は２９ページでございますが、表示さ

れます右肩に、議案第８７号関係の資料に沿っ

て説明をいたします。 

 この条例は、障害者の日常生活及び社会生活

を総合的に支援するための法律に基づく障害福

祉サービス事業を行うとともに、市民の福祉の

増進を図るため設置しております、八代市立希

望の里たいようについて定めたものでございま

す。 

 まず、資料の上部、１、改正の理由でござい

ますが、障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律の一部改正に伴い、法

の条文を引用している当該条例において条項に

ずれが生じることとなることから、条例の一部

を改正するものでございます。 

 次に、改正の内容です。条例の新旧対照表が

上段の表、法の新旧対照表が下段の表となりま

す。 

 下段、法第５条中第１２項の次に新たに１項

が追加され、第１３項以降が１項ずつ繰り下げ

られたことに伴いまして、上段、八代市立希望

の里たいよう条例第３条における当該条項引用

部分、第３条第２号中、第５条第１３項を第５

条第１４項に改め、同条第３号中、第５条第１

４項を第５条第１５項に改めるものでございま

す。 

 最後に、施行期日は公布の日から施行すると

いたしております。 

 説明は以上となります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（山本敬晃君） それでは、以上の部
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分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８７号・八代市立希望の里たいよう条

例の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（山本敬晃君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査  

・教育に関する諸問題の調査  

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（山本敬晃君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査について、何かあり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議をいたします。 

 管外行政視察について、調査事項について御

意見あられる方はよろしくお願いいたします。 

○委員（橋本徳一郎君） 一般質問の中で少し

紹介もしましたけども、学校での、観劇すると

か、あと文化とか芸術に関係する、そういった

ものを導入してということも、ほかのところ、

結構されているところもあるというふうに伺っ

てます。余裕があるところという感じにはなる

かもしれませんが、ちょっと教員の動き方とい

うことも含めて、そういうところ、そういう施

設を見てみるのもどうかなと提案いたします。 

○委員長（山本敬晃君） ありがとうございま

す。 

 ほかに御意見ありませんか。 

○委員（深田浩介君） 先日、教育関係の方と

お話しして、八代市も今から統廃合、学校が進

んでくるということで、そういった先進事例が

あれば見てみたいなというのもありますし、合

併した後のバスとか、そういったのを活用して

今成功されているところがあれば、そういった

の、近々八代市もそういったふうになってくる

と思うんで、先にそういったのを視察できれば

なと思います。 

○委員長（山本敬晃君） ありがとうございま

す。 

 ほかに御意見ございますか。 

○委員（野﨑伸也君） 今、八代市の学校にお

ける学力の低下というのが非常に叫ばれてるん

ですけれども、全国的に学力向上に向けて取り

組まれているところ、先進地ですね、そういっ
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たところを見せていただければというふうに思

いますけれども。 

○委員長（山本敬晃君） ありがとうございま

す。 

 では、ほかに御意見ございますか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） それでは、今、橋本

副委員長、深田委員、野﨑委員から御意見をい

ただきましたので、それを基に、検討させてい

ただければというふうに思います。 

 日程につきましては、年明けの１月２１日か

ら２３日の間で、１泊２日もしくは２泊３日で

行いたいと思います。 

 詳細については、委員長に御一任願いたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本敬晃君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、新人議員の方もおられますので、周

知となりますが、視察時は旅費の積算や公務災

害等の観点から、集合は本庁舎となっておりま

す。また、身内の不幸等で視察途中に離脱され

ることもあるかと思いますが、原則、私用等で

の離脱は認められておりませんので、御承知お

き願います。 

 それでは、当委員会の管外行政視察につきま

しては、令和８年１月２１日から２３日までの

３日間の間で実施したいと思いますので、御承

知おき願います。 

 また、調査事項につきましては、もし、まだ

あれば後ほどでもいいので、書記まで御連絡い

ただければと思います。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって、文教福祉委員会を散会いたし

ます。 

（午前１１時００分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和７年１０月２０日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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